
7 2006.2

化
財
を
集
約
し
た
冊
子
を
作
成
し
た
い
。

　

等
妙
寺
跡
地
発
掘
の
成
果
を
ま
と
め

る
べ
き
。

町
長　

町
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
必
要
に

応
じ
て
、
広
報
等
で
お
知
ら
せ
し
て
い

る
し
、
全
戸
に
配
布
し
た
旧
広
見
町
誌

の
続
編
に
は
、
遺
構
の
全
体
図
を
含
め

概
要
に
つ
い
て
登
載
し
て
い
る
。 

ま
た
、

平
成
６
年
か
ら
９
年
度
ま
で
の
第
１
次

調
査
、
な
ら
び
に
平
成
11
年
か
ら
平
成

16
年
度
ま
で
の
、
第
２
次
か
ら
第
６
次

調
査
の
詳
細
に
わ
た
る
報
告
書
は
、
希

望
者
に
配
布
し
て
い
る
。 
な
お
、
等
妙

寺
跡
地
の
国
指
定
は
、
今
年
度
中
に
指

定
申
請
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、

そ
の
後
は
、
文
化
庁
の
指
示
待
ち
と
い

う
状
況
で
あ
る
の
で
、
国
指
定
が
確
定

次
第
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
も
周
知
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

〈
介
護
へ
の
支
出
ア
ッ
プ
に
対
す
る

自
治
体
支
援
に
つ
い
て
〉

　

補
助
の
状
況
に
つ
い
て
。

町
長　

現
在
、
当
町
で
は
、
生
計
困
難

者
に
対
し
、「
利
用
者
負
担
額
軽
減
制
度

事
業
」
を
実
施
し
て
い
る
。
当
事
業
の

軽
減
対
象
サ
ー
ビ
ス
は
、
社
会
福
祉
法

人
等
が
行
う
介
護
保
険
法
に
基
づ
く
介

護
老
人
福
祉
施
設
サ
ー
ビ
ス
、
訪
問
介

護
、
通
所
介
護
お
よ
び
短
期
入
所
生
活

介
護
に
係
る
介
護
費
負
担
、
食
費
負
担

お
よ
び
居
住
費
負
担
が
あ
り
、
軽
減
割

合
は
、
原
則
利
用
者
負
担
の
４
分
の
１

で
、
老
齢
福
祉
年
金
受
給
者
は
２
分
の

１
と
な
っ
て
い
る
。

　

な
お
、
軽
減
措
置
以
上
の
も
の
は
、

介
護
保
険
特
別
会
計
予
算
が
年
々
増
加

す
る
中
に
お
い
て
、
財
政
上
助
成
は
困

難
と
考
え
て
い
る
。

　

「
要
支
援
」
等
の
者
の
実
態
数
は
ど
の

く
ら
い
か
。

町
長　

平
成
17
年
10
月
末
時
点
に
お
け

る
当
町
の
「
要
支
援
、
要
介
護
」
認
定

者
数
は
、「
要
支
援
」
１
８
４
人
、「
要

介
護
１
」
２
０
１
人
、「
要
介
護
２
」

１
２
２
人
、「
要
介
護
３
」１
０
２
人
、「
要

介
護
４
」
92
人
、「
要
介
護
５
」
１
３
０

人
、
合
計
８
３
１
人
と
な
っ
て
い
る
。

　

な
お
、
現
在
の
要
支
援
か
ら
要
介
護

５
ま
で
の
６
段
階
の
要
介
護
状
態
区
分

が
、
平
成
18
年
４
月
か
ら
変
更
と
な
り
、

要
支
援
１
、
要
支
援
２
、
要
介
護
１
か

ら
要
介
護
５
ま
で
の
７
段
階
に
細
分
化

さ
れ
、
要
支
援
１
と
２
が
新
予
防
給
付

の
対
象
と
な
り
、
要
介
護
１
か
ら
５
が

介
護
給
付
の
対
象
と
な
る
。
当
町
の
場

合
、
現
在
、
要
介
護
１
と
判
断
さ
れ
て

い
る
人
の
、
約
78
％
、
１
５
６
人
程
度

が
、
要
支
援
２
に
移
行
す
る
と
考
え
ら

れ
、
現
行
の
要
支
援
１
８
４
人
と
合
わ

せ
て
、
３
４
０
人
程
度
が
新
予
防
給
付

の
対
象
者
と
な
る
と
見
込
ん
で
い
る
。

　

健
診
等
の
事
業
が
介
護
保
険
に
組
み
込

ま
れ
、
新
た
な
住
民
負
担
は
あ
る
の
か
。

町
長　

健
診
は
、
現
行
ど
お
り
行
う
こ

と
と
な
る
が
、
健
康
相
談
等
の
老
人
保

健
事
業
お
よ
び
介
護
予
防
・
地
域
さ
さ

え
合
い
事
業
の
一
部
が
、
要
介
護
状
態

の
発
生
予
防
を
目
標
に
、
要
介
護
状
態

に
陥
る
恐
れ
の
高
い
虚
弱
高
齢
者
等
を

対
象
と
し
て
、
運
動
機
能
の
向
上
等
を

行
う
介
護
予
防
事
業
に
編
入
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
。
現
在
、
実
施
事
業
の
内
容

等
に
つ
い
て
検
討
中
で
あ
る
が
、
町
民

の
利
用
料
負
担
が
重
く
な
ら
な
い
よ
う

十
分
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

標
準
保
険
料
見
通
し
に
つ
い
て
。

町
長　

厚
生
労
働
省
の
資
料
を
も
と
に

作
成
さ
れ
た
資
料
に
よ
る
と
、
第
１
号

被
保
険
者
の
介
護
保
険
料
の
見
通
し
と

し
て
、
現
行
３
，
３
０
０
円
が
現
行
制

度
の
ま
ま
推
移
し
た
場
合
、
平
成
23
年

度
に
は
５
，
１
０
０
円
程
度
に
な
る
と

予
想
さ
れ
て
い
る
。
高
齢
化
の
進
行
や

制
度
の
さ
ら
な
る
浸
透
・
定
着
に
伴
い
、

介
護
保
険
に
要
す
る
費
用
は
今
後
と
も

増
加
し
て
い
く
こ
と
が
見
込
ま
れ
、
介

護
保
険
料
の
高
騰
が
懸
念
さ
れ
る
が
、

今
後
、
新
制
度
化
の
下
、
介
護
予
防
事

業
お
よ
び
新
予
防
給
付
サ
ー
ビ
ス
を
積

極
的
に
推
進
し
、
介
護
保
険
料
の
高
騰

を
抑
制
し
て
い
き
た
い
。

　

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
と
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
の
労
働
の
実
態
、
改
善
等
の
問

題
に
つ
い
て
。

町
長　

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
や
ケ
ア
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
や

各
事
業
所
の
職
員
で
あ
る
の
で
、
町
が

労
働
条
件
等
に
つ
い
て
口
を
挟
め
る
べ

き
も
の
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。
町

は
、
保
険
給
付
に
関
し
て
必
要
が
あ
る

と
認
め
る
と
き
に
限
り
、
事
業
所
等
に

文
書
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る

も
の
で
あ
り
、
各
事
業
所
等
の
労
働
条

件
の
現
状
に
つ
い
て
、
調
査
・
指
導
権

限
等
は
無
い
の
で
、
町
と
し
て
は
、
実

態
を
把
握
し
て
い
な
い
。

＊
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
は
要
介
護

者
等
か
ら
の
相
談
や
そ
の
心
身
の
状

況
に
応
じ
、
適
切
な
居
宅
サ
ー
ビ
ス
ま

た
は
施
設
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る

よ
う
、
市
町
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
を

行
う
者
、
介
護
保
険
施
設
等
と
の
連
絡

調
整
を
行
う
者
で
あ
っ
て
、
要
介
護
者

等
が
自
立
し
た
日
常
生
活
を
営
む
の

に
必
要
な
援
助
に
関
す
る
専
門
的
知

識
お
よ
び
技
術
を
有
す
る
者
で
す
。

　

自
動
体
外
式
除
細
動
器
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）

導
入
に
つ
い
て
。

町
長　

鬼
北
町
は
、
現
在
、
鬼
北
総
合

公
園
、
Ｂ
＆
Ｇ
プ
ー
ル
、
中
央
公
民
館

広
見
体
育
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
農
林
業
者

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
４
カ
所
に

設
置
す
る
こ
と
と
し
、
準
備
を
進
め
て

い
る
。
ま
た
、
設
置
に
際
し
て
は
、
機

器
の
説
明
お
よ
び
講
習
会
を
実
施
し
て

い
く
予
定
と
し
て
い
る
。
今
後
も
、
多

く
の
人
が
集
ま
る
公
共
の
施
設
を
中
心

に
整
備
を
進
め
て
い
き
た
い
。

＊
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）

と
は
電
気
シ
ョ
ッ
ク
が
必
要
な
心

臓
の
状
態
を
判
断
で
き
る
心
臓
電
気

シ
ョ
ッ
ク
の
機
械
で
す
。

〈
読
書
活
動
の
充
実
に
つ
い
て
〉

　

読
書
活
動
の
充
実
に
対
す
る
自
治
体

の
対
応
は
。

教
育
委
員
長　

教
育
委
員
会
の
対
応
と

し
て
は
、
鬼
北
町
の
児
童
・
生
徒
が
、

情
緒
豊
か
な
感
情
を
も
つ
よ
う
、
学
校

と
し
て
の
指
導
体
制
を
整
え
、
読
書
活

動
を
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
保
護
者

に
も
協
力
を
得
な
が
ら
情
報
環
境
を
見

直
し
、
鬼
北
町
の
教
育
基
本
方
針
に
あ

る「
明
る
く
楽
し
く
、教
え
学
べ
る
学
校
」

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　

各
学
校
の
読
書
活
動
等
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
。

教
育
長　

学
校
図
書
の
整
備
は
、
国
が

示
し
た
地
方
交
付
税
措
置
基
準
額
を
小

中
学
校
と
も
ク
リ
ア
し
て
い
る
の
で
、

引
き
続
き
整
備
し
た
い
。
中
学
校
２
校

を
除
く
小
学
校
６
校
に
お
い
て
は
、
専

任
で
は
で
は
な
い
が
司
書
免
許
保
有
者

を
１
人
な
い
し
２
人
配
置
し
読
解
力
の

向
上
に
努
め
て
い
る
。
ま
た
、
小
中
学

校
８
校
す
べ
て
朝
の
読
書
タ
イ
ム
等
を

設
定
し
て
お
り
、
中
に
は
読
書
集
会
や

読
書
ま
つ
り
、
読
み
聞
か
せ
等
を
実
施

し
て
い
る
学
校
も
あ
る
。

　

今
後
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、
子
ど

も
の
読
書
意
欲
の
向
上
に
向
け
て
、
保

護
者
に
も
協
力
を
得
な
が
ら
子
育
て
に

関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
で

き
れ
ば
「
ノ
ー
テ
レ
ビ
、
ゲ
ー
ム
、
パ

ソ
コ
ン
デ
ー
」
を
１
週
間
に
１
日
程
度

設
定
し
、
親
と
子
ど
も
が
自
然
環
境
の

中
で
一
緒
に
遊
ん
だ
り
、
子
ど
も
達
が

自
ら
読
書
に
親
し
む
な
ど
、
情
緒
的
に

豊
か
な
環
境
づ
く
り
に
努
め
た
い
。


